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平成 17年３月期  第１四半期財務・業績の概況（非連結） 
    平成 16年 8月 6日 

会社名 東洋合成工業株式会社       （コード番号：４９７０登録銘柄） 
（ＵＲＬ http://www.toyogosei.co.jp/ ）   
代表者    代表者役職 代表取締役社長 
       氏名    木村 正輝  

 

問い合わせ先 責任者役職 専務取締役 
       氏名    春田 雅彦              TEL：(047)327－8080（代表） 
  
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
     （内容）法人税等の計上基準及びその他一部に簡便な方法を採用しております。 
② 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
  
２．平成 17月 3月期第 1四半期の財務･業績の概況（平成 16年 4月 1日～平成 16年 6月 30日） 
(1) 経営成績の進捗状況        (注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

1 7 年 3 月期第 1 四半期 3,003 ( 35.0) 603 (－) 563 (－) 335 (－) 
1 6 年 3 月期第 1 四半期 2,225 (△1.4) － (－) － (－) － (－) 
(参考)16年 3月期 10,195  1,148  794  296  

 

 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

1 7 年 3 月期第 1 四半期 48 24 － － 
1 6 年 3 月期第 1 四半期 － － － － 
(参考)16年 3月期 36 44 － － 

 (注) ①  期中平均株式数 17年 3月期第 1四半期 6,958,970株  16年 3月期 6,964,047株  
     ② 売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率であります。 
     ③ 前年同四半期については売上高を除いて開示をしていないため記載しておりません。 
 
［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 
当第１四半期は、デジタル機器関連の堅調な需要を背景とし、企業は積極的な設備投資を行い、株式
市場も回復し、また個人消費においても明るさが見え始め、景気は回復基調となりました。 
 このような状況下、当第１四半期の売上高は、前年同期比 35%増の 3,003 百万円となり、経常利益
は 563 百万円となりました。 
 増収・増益の要因は、半導体・電子部品業界の事業環境の好調さを受け、当社主力の感光性材料事業
の売上高・利益が増加したことによるものです。 
 
(2) 財政状態の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 
株主資本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

1 7 年 3 月期第 1 四半期 20,971  5,433  25.9  780 76 
 1 6 年 3 月期第 1 四半期 －  －  －  － － 
(参考)16年 3月期 20,094  5,156  25.7  734 75 

 (注) ① 期末発行済株式数 17年 3月期第 1四半期 6,958,970株  16年 3月期 6,958,970 株 
    ② 前年同四半期については開示していないため記載しておりません。 
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［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 
当第１四半期末におきましては、前期末に比べて、総資産は 876百万円増加し 20,971百万円となり、
負債合計は 599百万円増加し 15,538百万円となり、資本合計は 277百万円増加し 5,433 百万円となり
ました。資産の増加は、主に流動資産の増加によるもので、負債の増加は、主に流動負債の増加よるも
のであります。この結果、当四半期末時点での株主資本比率は、前期末の 25.7％から 25.9％に増加致
しました。  
 
３．平成 17年 3月期の業績予想（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日） 
 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

中  間  期 5,890 710 410 
通     期 11,800 1,330 760 
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 102円 75銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
当初予想を上回る水準で当第１四半期を終えた事から、前回公表（平成 16年５月 28日付決算短信）
予想数値を上記のとおり修正いたします。 
 業績予想の修正を行った主な要因としては、当第１四半期において、デジタル機器関連の需要増加に
より、半導体・電子部品業界の事業環境は好調に推移し、当社主力の感光性材料の売上が予想比増収と
なり、また、利益についても当第１四半期で予想比増益となったことによります。 
 
※ 上記の予想は、本資料の発表日現在における計画・見通しに基づく予測であり、多分に不確定な要
素を含んでおります。実際の実績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 
以  上 
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〔添付資料〕 
 

１．（要約）四半期貸借対照表 

（単位：百万円、％） 

当四半期 
（平成 17年 3月期   
第 1四半期末） 

前年同四半期 
（平成 16年 3月期   
第 1四半期末） 

増  減 
（参考） 
平成 16年 3月期 科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 
（資産の部）      
Ⅰ 流動資産 7,871 － － － 7,380 
Ⅱ 固定資産 13,099 － － － 12,713 
  資産合計 20,971 － － － 20,094 
（負債の部）      
Ⅰ 流動負債 9,243 － － － 7,994 
Ⅱ 固定負債 6,294  － － 6,943 
負債合計 15,538 － － － 14,938 
（資本の部）      
Ⅰ資本金 800 － － － 800 
Ⅱ資本剰余金 695 － － － 695 
Ⅲ利益剰余金 3,873 － － － 3,615 
Ⅳその他有価証券評
価差額金 

75 － － － 56 

Ⅴ自己株式 △11 － － － △11 
資本合計 5,433 － － － 5,156 
負債･資本合計 20,971 － － － 20,094 

（注）前年同四半期については開示していないため記載しておりません。 
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２．（要約）四半期損益計算書 

（単位：百万円、％） 

当四半期 
（平成 17年 3月期  
第 1四半期） 

前年同四半期 
（平成 16年 3月期
第 1四期） 

増  減 
（参考） 
平成 16年 3月期 科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 
Ⅰ 売上高 3,003 － － － 10,195 
Ⅱ 売上原価 2,019 － － － 7,427 
売上総利益 983 － － － 2,767 
Ⅲ 販売費及び一般管理費 380 － － － 1,619 
営業利益 603 － － － 1,148 
Ⅳ 営業外収益 23 － － － 50 
Ⅴ 営業外費用 63 － － － 403 
経常利益 563 － － － 794 
Ⅵ 特別利益 1 － － － 10 
Ⅶ 特別損失 1 － － － 234 
税金等調整前四半期（当
期）純利益 

563 － － － 571 

税金費用 227 － － － 274 
四半期（当期）純利益 335 － － － 296 

（注）前年同四半期については開示していないため記載しておりません。 


